




 要旨:骨形成不全症21 例の頭部 X線 36 撮影について, Wormian bone(WB)を中心に検討し

た。典型的な WB は 21 例中 10例(48%)に見られ,逆に,WB の所見を全く示さなかったのは 5

例(24%)であった。残りの 6例(21%)では,WB が見られたが典型的でなかった。2例の WB で

は,境界が石灰化した縁取りを示した。生後 4 力月未満に撮影された 5 例では,WB の所見

は見られなかったが,その後の撮影のある例では全例 WB が顕在化した。経過中 WB が不鮮

明化した例はなかった。Sillence type によって WB の有無・性状に差はなかった。骨形

成不全症が疑われる生後 4 力月以後の例においては, Wormian bone は正常との鑑別に有

用な所見である。


